
海
の
汚
染
を
く
い
止
め
よ
う

豊
か
な
三
陸
の
海
は
宝

の
海
で
す
。
美
味
し
い
海
産

物
を
絶
対
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は

当
初
か
ら
排
出
液
中
の
ト

リ
チ
ウ
ム
と
い
う
放
射
性

物
質
を
取
り
除
か
な
い
設

計
で
す
。
こ
れ
は
ト
ン
デ
モ

ナ
イ
こ
と
で
す
。

福
島
原
発
事
故
汚
染
水

中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
「
海
洋

放
出
基
準
値
」
が
地
元
漁
連

と
協
定
さ
れ
ま
し
た
が
「
一

五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／
㍑
以

下
」
で
す
。
こ
れ
に
比
較
し

て
六
ヶ
所
工
場
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
で
は
実
に
そ
の
十

一
万
倍
の
濃
度
で
流
し
た

日
が
あ
り
ま
し
た
。
原
発
関

係
の
技
術
者
達
は
「
ト
リ
チ

ウ
ム
水
は
放
射
線
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
弱
く
大
丈
夫
」
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

生
物
学
も
医
学
も
理
解
し

て
い
な
い
シ
ロ
ウ
ト
の
誤

っ
た
認
識
で
す
。

有
機
ト
リ
チ
ウ
ム
は
遺
伝
子
を

破
壊
す
る

人
体
に
取
り
込
ま
れ
た
放

射
性
ト
リ
チ
ウ
ム
は
ト
リ
チ

ウ
ム
水
で
あ
る
う
ち
は
比
較

的
早
く
体
外
に
排
出
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
有
機
物
と
結

合
す
る
と
容
易
に
は
代
謝
さ

れ
ま
せ
ん
。
体
内
で
長
期
間

に
わ
た
っ
て
ベ
ー
タ
線
を
出

し
続
け
ま
す
。
ま
た
、
ト
リ

チ
ウ
ム
原
子
が
壊
変
し
て
、

い
か
な
る
原
子
と
も
結
合
し

な
い
ヘ
リ
ウ
ム
に
変
わ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
染
色
体
の
な

か
の
二
重
螺
旋
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
構

成
原
子
で
あ
る
炭
素
Ｃ
、
酸

素
Ｏ
、
窒
素
Ｎ
、
リ
ン
Ｐ
な

ど
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
と
結
合

し
て
い
た
箇
所
が
切
断
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
水
素
結
合

が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

う
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
破
断
し
染

色
体
異
常
が
引
き
お
こ
さ
れ

る
こ
と
が
重
大
な
の
で
す
。

つ
ま
り
ト
リ
チ
ウ
ム
は
遺

伝
的
に
生
物
の
生
存
に
危

機
を
も
た
ら
し
て
い
る
の

で
す
。（
第
７
・
８
図
）

チ
ェ
ル
ノ
ブ
ィ
リ
事
故
と

染
色
体
異
常

ト
リ
チ
ウ
ム
だ
け
が
遺

伝
子
に
異
常
を
も
た
ら
す

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
射
性
物
質
に
よ
る
体

内
、
体
外
被
曝
に
よ
る
遺
伝

子
へ
の
悪
影
響
は
、
す
で
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の

北
に
あ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
共

和
国
の
ゴ
メ
リ
州
は
沢
山

の
被
曝
者
を
出
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
出
産
異
常
が
多

く
見
ら
れ
、
催
奇
的
遺
伝
疾

患
の
赤
ち
ゃ
ん
が
多
く
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
地
域
で

は
遺
伝
を
つ
か
さ
ど
る
染

色
体
異
常
が
報
告
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。（
第
９
図
）

《天恵の海》
２０１６（平成２８）年

２月１9 日
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トリチウムは 陽子１個と電子１個

それに２個の中性子を持つ。 その中性

子が電子を放出しながら陽子となり、最

終的に陽子２個と電子２個 中性子１個

のヘリウムとなり安定する。

デオキシリボ核酸（ＤＮＡ）

チェルノブイリ被曝者に見られた染色体異常

右の異常な染色体は 千切れて、

異なるものと結合している。

↑
勝
利
し
た
幕
末
南
部

三
閉
伊
一
揆
の
旗



過去５年間平均

電力１０社の収益構造

朝日新聞 ２０１２年５月２３日

電力

会社
販売：利益

企業

向け

家庭

向け

北海道
販売電力量 56% 44%

電気事業利益 43% 57%

東北
販売電力量 64% 36%

電気事業利益 39% 61%

東京
販売電力量 62% 38%

電気事業利益 9% 91%

中部・北陸・関西・中国・四国・九州

・沖縄各電力会社（省略）

全

１０社

平均

販売電力量 62% 38%

電気事業利益 31% 69%

利益額（億円） 2000 4300

本
年
四
月
一
日
か
ら

全
面
自
由
化

戦
後
日
本
の
電
力
は
、
東

京
電
力
を
筆
頭
と
す
る
十

の
電
力
会
社
の
み
が
独
占

的
に
、
「
管
轄
地
域
の
電
力

に
つ
い
て
、
発
電
、
送
電
の

販
売
が
許
さ
れ
る
」
と
い
う

排
他
的
な
市
場
で
営
業
さ

れ
て
来
ま
し
た
。
各
社
は
競

合
す
る
企
業
が
な
く
、
公
益

事
業
と
し
て
、
巨
額
な
事
業

に
出
資
す
れ
ば
す
べ
て
電

気
代
に
上
乗
せ
で
き
る
「
総

括
原
価
方
式
」
が
許
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
国
民
が
求

め
る
低
廉
で
安
定
し
た
電

気
を
生
産
す
る
よ
り
も
、
原

発
を
作
る
方
が
利
益
の
幅

が
大
き
く
、
「
原
発
推
進
」

に
走
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
日
本
で
も
熱
効
率

の
良
い
ガ
ス
コ
ン
バ
イ
ン

ド
サ
イ
ク
ル
発
電
や
安
価

に
生
産
で
き
る
高
性
能
中

小
型
エ
ン
ジ
ン
発
電
機
な

ど
発
電
技
術
の
発
達
に
よ

り
一
般
製
造
工
場
や
各
種

事
業
所
で
も
独
自
に
発
電

機
を
備
え
、
多
様
な
形
態
で

発
電
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
発
電
事
業
者
の
成

長
に
合
わ
せ
て
電
気
事
業

法
が
改
正
さ
れ
電
気
事
業

の
自
由
化
が
進
み
ま
し
た
。

電
力
会
社
十
社
の
利
益
の

七
割
は
家
庭
向
け
か
ら

第
１
１
図
は
電
力
会
社

の
「
企
業
向
け
と
家
庭
向
け

の
販
売
と
利
益
」
に
つ
い
て

の
統
計
で
す
。
「
全
十
社
平

均
」
を
読
み
取
る
と
販
売
電

気
量
は
、
企
業
向
け
六
二
％

で
家
庭
向
け
は
三
八
％
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
何
と
収
益

は
企
業
か
ら
三
一
％
、
家
庭

か
ら
六
九
％
で
す
。
金
額
で

見
る
と
企
業
か
ら
の
利
益

は
二
〇
〇
〇
億
円
、
家
庭
向

け
か
ら
は
四
三
〇
〇
億
円

で
す
。
十
倍
す
れ
ば
十
社
全

体
で
す
が
、
家
庭
向
け
か
ら

の
利
益
は
総
額
四
兆
三
千

億
円
で
す
。

私
達
市
民
が
電
力
自
由

化
に
向
け
て
新
参
入
電
力

会
社
に
つ
い
て
も
学
習
を

深
め
、
各
家
庭
が
原
発
で
発

電
し
た
電
力
を
買
わ
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
そ
の
原
発
企

業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
す
。

ＮＵＭＯの技術開発委員の高橋正樹・日大教授が、地質

学会で高レベル放射性廃棄物の最終処分場適地として東北

東部と北海道東部を挙げました。岩手県では一貫して拒否

の声が挙げられてきました。広瀬隆さんは２６年前の釜石

鉱山跡地の放射性廃棄物処分場反対運動に関わり白紙撤回

に貢献しました。今回の講演でかなりの時間を割いて、絶

対に阻止しなければならないと力説しました。

◆
北
上
山
地
の
地
殻
が
安
定
し
て
い
る

と
は
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
。
岩
手
宮
城
内
陸
地

震
で
２
㌔
四
方
の
山
が
崩
れ
落
ち
た
の

で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
数
十
億
年

の
安
定
地
層
に
比
し
て
日
本
列
島
は
数

千
万
年
前
で
す
。

◆
日
本
は
雨
が
多
く
地
下
水
が
豊
富
で

す
。
だ
か
ら
豊
か
な
植
物
に
恵
ま
れ
農
業

や
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
「
処
分
場
」
の
た

め
に
坑
道
を
掘
れ
ば
必
ず
地
下
水
脈
に

出
会
い
、
地
下
水
は
坑
道
に
流
れ
込
み
、

流
下
し
ま
す
。

◆
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
」
は
人
が

近
く
に
も
寄
れ
な
い
強
い
放
射
線
を
発

し
ま
す
。さ
ら
に
ヨ
ウ
素
１
２
９
や
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
の
よ
う
に
数
万
年
～
数
千
万

年
も
長
く
放
射
能
を
出
し
続
け
る
核
種

な
ど
、
原
発
か
ら
出
る
あ
ら
ゆ
る
核
種
が

入
っ
た
超
危
険
物
で
す
。

◆
ガ
ラ
ス
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
粘
土
や
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
厳
重
に
囲
っ
た
と
し
て
も
、

金
属
学
的
に
は
、容
器
は
数
十
年
は
持
た

な
い
。
大
き
な
地
殻
変
動
や
地
下
水
を
通

じ
て
地
表
の
環
境
に
出
て
く
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
日
本
に
は
ど
こ
に
も
「
最
終
処
分
場
の

適
地
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
原
発
を
止

め
る
こ
と
が
先
で
す
。
一
方
で
、「
乾
式

貯
蔵
」
な
ど
の
方
法
を
具
体
化
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
電
力
会
社
は
金
だ
け
は
持
っ
て
い
る

の
で
「
ゴ
ル
フ
場
や
牧
場
を
つ
く
る
」
な

ど
と
言
っ
て
ま
ず
土
地
を
買
い
占
め
よ

う
と
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
動
き
が
岩
手

県
に
な
い
か
ど
う
か
注
意
し
て
、あ
れ
ば

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

岩
手
日
報
十
一
月
二
九
日

電気事業法自由化のスケジュール

自由化の

内容
需要企業の規模

小売り認可

（電力ベース）

2000年3月 ２０００ｋＷ以上 26%

2004年4月 ５００ｋＷ以上 40%

2005年4月 ５０ｋＷ以上 63%

2016年4月
完全自由化

（家庭用電力も）
100%


